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（公印省略） 

 

「2023年度全国自然保護委員長会議」「第 47回山岳自然の集い」開催のお知らせ 

 

ますます御健勝のこととお慶び申し上げます。平素は格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。 

さて、「2023年度全国自然保護委員長会議および第 47回山岳自然の集い」につき、要項がまとまりました

のでご連絡差し上げます。コロナ感染症の再拡大が心配される現状ではありますが、感染症の 5 類移行に伴

い、本年度はハイブリッド方式(対面とオンライン併用)により下記日程で開催致します。 

対面による会議は 2019年 11月宮城県金華山大会以来となりますが、これまで年に一度「山岳自然の集い」

として全国の自然保護委員長および自然保護指導員が参集して活動報告を行うなどの情報交換することで、

それぞれの委員会活動を更に活発化させて参りました。 

今年はこれまでの「集い」や登山月報の連載記事で見られるよう、多くの委員会の取り組みが報告されて

いる「登山道整備」につき、長年活動に携わった方からの実践に基づくご講演を頂き、質疑応答を通じて全国各地

での活動の問題点とその解決を探ろうと考えております。また併せて現在委員会で検討を進めている「自然保護指

導員制度」につき、改革案についてのご意見を頂きたいとも思っています。 

また、翌日のエクスカーションには奥多摩三山の一つ三頭山（みとうさん）ハイキング又は明治神宮内苑・外苑

での自然観察会をお選び頂けます（次ページ資料をご参照ください）。 

なお宿泊につきましては、大変恐縮ですがご自身でご予約をお願いします。 

当日・翌日の企画の概要、会場へのアクセスなどの資料を添付します。 

                   記 

開催件名： 2023年度全国自然保護委員長会議および第 47回山岳自然の集い 

開 催 日： 2023 年 11 月 23 日（祝）12:30～18:00 

会  場： 東京都新宿区霞ケ丘町 4-2 JAPAN SPORT OLYMPIC SQUARE 3階会議室 

      ＊JMSCAの入っているビルです https://www.japan-sports.or.jp/about/tabid161.html 

開催方法： ハイブリッド方式(対面とオンライン併用) 

参加費用： 1,000円（リアル参加の方は当日徴収、オンラインの方は後日振込となります） 

       ＊オンライン参加の方には参加のための URL、事前の接続確認の手順等を追ってメールにてご連絡  

 致します。また振込先の情報は、当日のご参加後にお知らせ致します。   

＊参加のご予定（リアル・オンライン）を下記フォームにてお申し込み下さい 

・「JMSCA自然保護の集い参加申込」（→ こちらから申し込み）申込期限：11月 16日(木) 

・「JMSCA全国自然保護委員長会議 活動報告」（→ こちらから報告）報告期限：11月 18日(土) 

 

なお、会議場への対面参加は先着 30名とさせて頂きます。 

ご連絡が大変遅くなりましたこと、重ねてお詫び申し上げます。 

JMSCA自然保護委員会 shizenhogo@jma-sangaku.or.jp 

https://www.japan-sports.or.jp/about/tabid161.html
https://forms.gle/UCq9sUKUrRL8umYV7
https://forms.gle/hWoJ34YGHPKQgho2A
akao koichi
鉛筆



（資 料） 

Ⅰ 基調講演 

 講師:井上 邦彦 (いのうえ くにひこ) 

山形県山岳連盟理事長・JMSCA自然保護指導員・環境省自然公園指導員・日本スポーツ協会公認 

コーチ 2・NPO法人飯豊朝日を愛する会副理事長・飯豊朝日山岳遭難対策委員会救助隊員 外多数 

     講演:「登山行為がもたらした浸食や裸地化した登山道における登山者自身による保全活動」 

① 高山帯と樹林帯における具体的な工法 

② 一般登山者との協働作業 

③ 日本における登山道維持管理の課題と留意点 

 

 

Ⅱ エクスカーション 

Ａコース（三頭山周遊） 

三頭山（みとうさん）は、東京都と山梨県にまたがる標高 1,531mの山。大岳山、御前山と合わせて「奥多

摩三山」に数えられ、三座の中では一番高い山です。日本三百名山、山梨百名山の一つにも選定されており、

3つの山頂「西峰」「中央峰」「東峰」があることから、これを山名の由来とする説もあります。 

三頭山周辺は東京都の水源林となっており、特に山頂周辺に残るブナ林は秩父多摩甲斐国立公園の特別保

護地域として保護され、「檜原都民の森」として自然観察路や遊歩道が整備されています。山頂は眺望に恵ま

れ富士山や雲取山、奥秩父山塊、丹沢山地などを望むことができます。 

また、三頭山は火山列島の日本にあって奥多摩で唯一の火成岩の山です。今から 750 万年前マグマが上が

りはじめ少しずつ冷えて石英閃緑岩(せきえいせんりょくがん：深成岩)になっていきました。またマグマの

上昇により接触した周りの泥岩と砂岩は熱で変成され堅いホルンフェルス（熱変成岩）となり、三頭大滝な

ど三頭沢付近の代表的な岩石となっています。 

そのような特徴を持つ三頭山を満喫する周遊コースをご案内します。 
詳しくは https://www.hinohara-mori.jp/content/course.htmlをご参照ください。 
集  合：2023年 11月 24日（金） 

JR武蔵五日市 8時 15分（新宿発 6:51立川乗換） 
行  程：武蔵五日市 8:22発都民の森行きバス乗車⇒都民の森～三頭大滝～大沢山～三頭山～ 

ムシカリ峠～三頭山～都民の森⇒武蔵五日市（17時解散） 
＊歩行約 5時間のハイキング、詳細なコースタイム、持ち物等は参加申込みされた方に直接ご連絡します 

 
Ｂコース（明治神宮）  
明治神宮は 1920年に創建され、明治天皇と昭憲皇太后の御霊が祀られています。 
第二次世界大戦中に東京大空襲で破壊されましたが、1958年に市民の寄付によって再建され明治神宮を囲む 

公園には「永遠の杜」を願って、有志の手により全国から集められ献木された 10万本以上の樹木が植えられて 
います。日本 1の大鳥居をくぐり、都会の真ん中にある「100年の森」を散策します。 
また希望者にはこの「永遠の杜」である神宮内苑と対になる「開かれた庭園」として、これも国民の寄付や奉 

仕活動によって作られ現在再開発問題で揺れている『神宮外苑』もご案内します。 
詳しくは https://www.meijijingu.or.jp/midokoro/  を御参照下さい 
集  合：2023年 11月 24日（金）明治神宮原宿口大鳥居前午前 10時 

（JR原宿駅表参道口西口、地下鉄千代田線・副都心線明治神宮前２番出口） 
散策時間：2～3時間程度                                                       

https://www.hinohara-mori.jp/content/course.html
https://www.meijijingu.or.jp/midokoro/



